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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

病床機能報
告との差 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【県全体】 

1 

療養病床 

一般病床 

72,669 

65,383 
68,493 

現 状 推 計 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 

病床機能報
告との差 
▲3,110床 
▲4.5% 

▲7,315床 
▲31.9% 

＋11,574床 
＋121.2% 

▲6,130床 
▲22.3% 

▲1,239床 
▲14.5% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 
許可病床数
との差 

▲7,286床 
▲10.0% 

資料５－２ 



病床機能報
告との差 

14,942 

4,390 
2,958 

7,397 
7,751 

5,386 

2,653 
6,235 

5,072 

4,032 

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【福岡・糸島】 

2 

療養病床 

一般病床 

20,328 
19,512 

現 状 推 計 

▲1,040床 
▲20.5% 

＋3,582床 
＋135.0% 

＋354床 
＋4.8% 

▲1,432床 
▲32.6% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

20,976 

病床機能報
告との差 
＋1,464床 
＋7.5% 

許可病床数
との差 
＋648床 
＋3.2% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（福岡・糸島は273床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



病床機能報
告との差 
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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【粕屋】 

3 

療養病床 

一般病床 

3,852 

3,406 

3,672 

現 状 推 計 

▲923床 
▲46.2% 

＋1,105床 
＋484.6% 

▲574床 
▲42.5% 

＋126床 
＋135.5% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
▲266床 
▲7.2% 

許可病床数
との差 
▲446床 
▲11.6% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（粕屋は63床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



病床機能報
告との差 

1,052 

14 82 

672 458 

769 

251 
679 

798 
460 

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

1,600 

1,800 

2,000 

許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【宗像】 

4 

療養病床 

一般病床 

1,821 

1,679 
1,735 

現 状 推 計 

▲338床 
▲42.4% 

＋428床 
＋170.5% 

▲214床 
▲31.8% 

＋68床 
＋485.7% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
▲56床 
▲3.2% 

許可病床数
との差 
▲142床 
▲7.8% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（宗像は49床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



推 計 
病床機能報
告との差 
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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【筑紫】 

5 

療養病床 

一般病床 

4,175 
4,104 3,970 

現 状 

▲585床 
▲38.8% 

＋1,117床 
＋292.4% 

▲416床 
▲24.6% 

＋18床 
＋4.6% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
＋134床 
＋3.4% 

許可病床数
との差 
▲71床 
▲1.7% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（筑紫は90床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



病床機能報
告との差 
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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【朝倉】 

6 

療養病床 

一般病床 

1,177 1,190 
1,135 

現 状 推 計 

▲199床 
▲39.7% 

＋315床 
＋214.3% 

▲117床 
▲24.3% 

＋56床 
＋933.3% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
＋55床 
＋4.8% 

許可病床数
との差 
＋13床 
＋1.1% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（朝倉は23床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



病床機能報
告との差 
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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【久留米】 

7 

療養病床 

一般病床 

8,290 

6,086 

7,632 

現 状 推 計 

▲1,297床 
▲51.9% 

＋909床 
＋88.3% 

▲814床 
▲28.0% 

▲344床 
▲28.8% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
▲1,546床 
▲20.3% 

許可病床数
との差 

▲2,204床 
▲26.6% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（久留米は161床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



病床機能報
告との差 
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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【八女・筑後】 

8 

療養病床 

一般病床 

2,042 

1,808 
1,877 

現 状 推 計 

▲255床 
▲41.1% 

＋287床 
＋84.4% 

▲245床 
▲26.8% 

＋144床 
＋3600% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
▲69床 
▲3.7% 

許可病床数
との差 
▲234床 
▲11.5% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（八女・筑後は10床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 
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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【有明】 

9 

療養病床 

一般病床 

4,713 

3,463 

4,382 

現 状 推 計 

▲626床 
▲33.1% 

＋455床 
＋59.8% 

▲842床 
▲50.9% 

＋94床 
＋120.5% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
▲919床 
▲21.0% 

許可病床数
との差 

▲1,250床 
▲26.5% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（有明は214床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



病床機能報
告との差 
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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【飯塚】 

10 

療養病床 

一般病床 

3,466 

2,480 

3,133 

現 状 推 計 

▲87床 
▲11.8% 

＋61床 
＋10.2% 

▲808床 
▲48.4% 

＋181床 
＋147.2% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
▲653床 
▲20.8% 

許可病床数
との差 
▲986床 
▲28.4% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（飯塚は113床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



病床機能報
告との差 
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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【直方・鞍手】 
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療養病床 

一般病床 

1,312 

1,194 
1,250 

現 状 推 計 

▲97床 
▲20.4% 

＋239床 
＋103.0% 

▲249床 
▲45.9% 

＋51床 
 ―% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
▲56床 
▲4.5% 

許可病床数
との差 
▲118床 
▲9.0% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（直方・鞍手は44床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



病床機能報
告との差 
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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【田川】 
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療養病床 

一般病床 

1,660 

1,126 

1,445 

現 状 推 計 

▲170床 
▲36.0% 

＋266床 
＋128.5% 

▲440床 
▲60.3% 

＋25床 
＋69.4% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
▲319床 
▲22.1% 

許可病床数
との差 
▲534床 
▲32.2% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（田川は161床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



病床機能報
告との差 
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許可病床数(2014年) 病床機能報告(2016年速報値) 必要病床数（2025年) 

現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【北九州】 
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療養病床 

一般病床 

17,850 

16,066 
16,935 

現 状 推 計 

▲1,372床 
▲25.2% 

＋2,298床 
＋90.9% 

▲1,480床 
▲21.8% 

▲315床 
▲14.3% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
▲869床 
▲5.1% 

許可病床数
との差 

▲1,784床 
▲10.0% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（北九州は224床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 



病床機能報
告との差 
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現状の病床数と必要病床数の推計値の比較【京築】 
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療養病床 

一般病床 

1,983 

1,805 1,815 

現 状 推 計 

▲326床 
▲34.8% 

＋512床 
＋268.1% 

▲285床 
▲43.3% 

＋89床 
＋296.7% 

急性期 

高度急性期 

回復期 

慢性期 

病床機能報
告との差 
▲10床 
▲0.6% 

許可病床数
との差 
▲178床 
▲9.0% 

※ 許可病床数(2014年)は、厚生労働省「医療施設調査」による。 
※ 病床機能報告(2016年速報値)については、各医療機関が定性的な基準を参考に自主的に医療機能を選択したもの。また、2016年の集 
 計率 は病院98.2%、有床診療所87.6%であり、この他にも休棟等による医療機能未選択の病床1,444床（京築は19床）がある。 
※ 2025年の必要病床数の推計に係る患者流出入の取扱いについては、高度急性期・急性期は医療機関所在地ベース、回復期・慢性期は  
 患者住所地ベースとしている（県間の患者流出入については４機能全て医療機関所在地ベース）。 
※ 慢性期については、特例適用が可能な医療圏（有明、飯塚、直方・鞍手、北九州、京築）は特例適用の数値を、それ以外の医療圏は  
 パターンBの数値を採用。 


